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第2報コムギ赤カピ病の第一次発生に関する研究‘
てI.A 'つに成形の子嚢穀
西門義一・井上成信 ・渡辺清志
官
表類赤カピ病菌 Giめerellazeae (Schw.) Petchの子嚢設は稲藁なよび稲株等に豊富に形成
される U品化5.8.7.8.11.12)• それは年によっt異なるが3月頃から 11月頃まであるめ.筆者らは空
中を飛散する子嚢胞子が麦類赤カピ病の第一共伝染の主因となり，野外に形成する子嚢胞子が
その主要な伝染源でるると報告した馴.tI.I!).とれらの子襲胞子が野外でできる扶況たよひ帯
主について調ペたので報告する.
1.緒
I.稲藁犠積時期と子華強の形成
野外の堆積稲葉にはG.zeaeの子嚢震が豊富にできるが，その接種の時期については判って
いない.本菌の穏藁への感染除稲刀牧笛期震はそれ以前からゐとなわれ，春期その稲藁に予嚢
設が形成する可能性は充分考えられる9.18.1¥.11).もちろん春にも多く感染するととぽ明ちかであ
る.しかし室内保存中の積藁では本菌の発育は極く鰻漫であるか，或は停止扶態にある.本商
が屋外の堆積稲藁に感染し子嚢取を形成するには或る程度の日数と温度と湿度が必要である.
それで秋牧穫後室内に保存した稲藁を11月から5月までの聞に毎月屋外に堆積し，子嚢震の形
成を調ペtc.(第1表，第4図参照)
稲葉の堆僚時期と子嚢殻の形成
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備考子'.般の形成程度は次のようである.
(ー )形成なし， (土〕僅かに形成， c+)形成を容易に認める.
(-I!t)多い， (積換)とあるは堆積稲葉を積換えた.
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G.zeaeの子嚢般の形成は年によって非常な差がある. 1954年倉敷での調査では稲葉を前年
11月から翌1月に堆積したものでは， 4月19日にはわやかの子嚢設の形成があった. 4月28日
の観察では3月堆積のものにもできた 5月20自には4月までに堆積した稲藁に子嚢設が豊富
にでき，充分成熟していた.11月から翌1月までに堆積した稲藁では子嚢設の形成程度がほぼ
同様であったが，とれば多の聞の気温の不足で発育が平均されたからのようである.また2月
以後堆積したものには順ヲたその形成が遅れたが，とれば屋外に堆積しマから本菌の感染なよび
発育が遅れたからであろう. 本菌の胞子は冬期飛散していたい事実10)から春期胞子飛散が始
つ℃それが稲藁に接置されるな色ぽ子嚢設の形成もいちよちでなくてはたちたい.そのような
ととから本菌は稲の牧穫期頃から稲葉に接種されるのではないか.秋に子蓑胞子の飛散が多い
ととも知られてい::，ld.11l .子嚢殻が形成する以前，稲藁の積換えをなと怒った場合にぽどうで
あるか. 3月なよび4月にその積換えをなと君主ったが， 3月の積換えでは積換えなかったもの
(4月19日形成〉より少し遅く 4月28日にその形成があり， 5月13日頃から増加した. 4月に
積換えたものには5月20日頃からそれが観察された.
以上の結果，稿藁に於ける G.zeaeの子嚢殻は4月中旬頃から形成され，気温が上昇し，降
雨があって湿潤になると非常に槍加する.またG.zeaeが稲葉に感染するのは前年秋からまた
翌春にも絶えゃなとなわれ，春期気温が高〈君主ると子嚢殻が形成されるものと思う.
II.野外における G.zeae予嚢戴の形戚棋況
倉敷地帯では稲薫は屋外に堆積貯殖するが，とれに子嚢胞子が豊富に形成する 8.1(1.川 2).との
子嚢胞子は赤カピ病の第一芸大伝染源の主因とな=!l9.1U.11.12)から堆積稲葉50ケ所について子嚢殻
の形成快況と成熟程度について観察した C第2表).
との調査結果では4月13自には水間の稲除上に子褒設ができ，子嚢胞子も成熟していた.堆
積稽藁には4月16自に至つ℃子嚢殻7コ形成があり， 4月27日には多くの堆積稲葉にその形成を
観察した.とれは5月4日頃から増加し，その後豊富にできた.
第 2表 野外堆績の稲藁の子重量殺形成
、制-.........附、売事¥療程¥度 なし 信少 0/ 紛(1多十) 〈掛多) 書t骨量多) 【世〉 (.:t) (+> 司車義"'f!ilt:
1V. 13 49 1 50 
16 44 3 ・2 1 凶
19 28 13 8 1 50 
22 21 19 9 1 50 
27 8 25 ]5 “ 。 50 
V. 4 5 13 27 5 oo 
9 “ n 8 24 16 50 
14 1 5 ]5 22 7 50 
19 1 7 23 14 5 50 
24 3 17 19 8 48 
~ 12 17 18 47 
備考 調査ケ所数の中水回稽株]Jl.ぴ愛秤が各k2ケ筋合む.
5月24.29日の調査数が少ないのは稲葉を取除かれたためでるる.
(134) -2-
上記の結果G.zeaeの子嚢設は屋外地積の稲藁や稲除に豊富にでき，子嚢胞子は成熟する.
とれが赤カピ病の第一夫発生源とし℃重要君主ととである.
野外堆積の稲藁の子褒殻形成程度〈比率〉
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調査ケ所数を100とした子褒聖堂の形成程度の割合備考
lV.堆積稲藁への藁剤撤布と子嚢殻の形成
堆積積藁の子嚢殻形成を防止する目的で，その稲葉にボルドウ液を撒布した.稲葉陰11月に
堆積し，薬剤撒布は第4表に示すように12月から 5.月までの聞におと君主い，それについて子震
設形成の多少佐観察した(第4表).
噌鍋
稲藁への薬剤撒布と子褒殻の形成第 4表
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子議般の形成程度は次のようである.
(土)僅かに形成、 (+)形成を容易に臨める. (++-)やや多い.
薬剤はボルγウ液を用ぃ，組藁の上面に撒布した.
土
それ故との程度の薬剤撒布
(135) 
子嚢設の形成は薬剤撒布区も無撒布区もともに同程度でるった
では子嚢設の形成を防止するために効果がないようである.
- 3 ・』
V.稲株における手車般の形成
G. zeaeの子嚢殻は稲除にも豊富にできるから，とれもまた赤カピ病の第一夫伝染源の一つ
となるととは明白である. との子嚢殻の形成を時期別に調ペプヒ.
7K.固から稲株を集め，とれをヨえのように処理した(1)無殺菌， (2)無殺菌接額(保存菌
株 No.2089，以下同菌株)， (3)殺菌接控室， (4)無殺菌2月接撞， (第3図).
とれらの稲徐には子嚢設が豊富に形成した(第 1，2図).すたわち 4月19日にはそれがわす=
かにでき，その後非常に豊富にできた.しかし殺菌接揮のものにその形成がなかったのは接種
したけれども，その菌の発育する環境条件が悪かったためかと恩われる.
第 5表 稲株に於ける子嚢殺の形成
丸井畑
E1F 9
V' 電;嬢
区1l形成度~ 22 25 28 1 ? 13 20 ~ 3 
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+4+ . 2 
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糊輔jii梯
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N ¥ 
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0.9 1.8 2.7 2.7 2.7 3.6 3.6 4.4 6.3 6.2 
1.8 1.8 4.岳 6.S 6.3 
備考 1.無島理. 1.無殺菌接種. 1.殺菌接種. N.無殺菌接種 (2月16日).
1......1は12月16日主主設.
子嚢般の形成程度 (-)なし. (+)あり. (-t+)や宇fJぃ. (刊t】多い.
比率は調査総株数に対する割合(%)である.
7k図の裏作が友く刈取ったままの稲除についても適当完工場所の 200株をえらび子襲殻の形成
を調ぺn:(第6表). 4月13自には子嚢設の形成株が25%もあり， 4月21日まで増加した.と
(1初】 -4-
の頃になると多い場所で株当り50%に近い形成があった特に子嚢設が多い稲株の近くには堆
積稲藁(毎年同一場所うがあったのでと Lにその伝染源があったものと考える.との水回でほ
稲葉堆積附近に特に多かった.またとの絹除i会水回が乾煉せ・十湿潤であったため子嚢殻の形成
に好条件であったからと思う.
第 8表 7k悶稲株に於ける子褒般の形成
i瓦調醐 I E 形成株 割合(%) 調査数 形成株 割合(%)
N 13 200 49 24.6 
16 200 24 12.0 200 76 37.6 
21 2()() 23 11.6 2冊 96 48.0 
27 2仰 25 12.6 200 84 42.2 
備考 子嚢叡の形成が減少したと曹があるが，乙れは問ーホ闘でも問ヒ穏株を開
ベなかったたbである.
VI.釆本科雑草における手嚢磁の形成
G. zeae ~会発育が非常に盛んで，その予震設はa寵病穂3・12〉，稲葉 M・M.12m，稲株 E.e.7JEJn，吏
稗丸12}，玉萄黍の切株4)等や誼紙8)にないてもよくでき，非常に広範囲にわたっτいる.君主治，
とのほかの雑草にも発育して子嚢設の形成があるととは想像に難く君主い. とれらの子嚢胞子も
また赤カピ病の伝染源とたる.それで禾本科雑草数種につい之子嚢殻形成の有無を実験した.
第 7表 禾;;$:科雑草における子嚢般の形成〈ポ"7ト試験〉
雑 草 の 種 費奨
Arthrax，側 cryttat.加lUKoidz. var. ciliarit Koidz. ヨプナグナ
Digitaria ciliarir Per. メヒシバ
Echinochloa crusgalli B国.uv.var. jrummtacea W. F. W. ヒエ
E. crusgalli B国.uv.sb.usp.蜘bmuticaHonda ノピz
E. crusgalli B伺.uv.var. 0ずy!lIcolaChwi ~イ芦ピZ
E初制int仇dicaGaerth. ヲヒシベ
Or~a latifJa L. イネ
Pmnisetum a，坤!curoiJelSpreng. (P. ja抑司・ωm Trin.) チカラ ν~
Setaria fJÎバdisB伺.u~ =J~ 冒グサ
S. lutes即時sHubbard. ....:-'=J::>官
備考 〈ー う子蜜般の形成なし. (+】形成あり. 1. 10月接種.
1区1種にポ?ト 2個を使用.
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I. 3月接種. I.無接種.
禾本科雑草は第7表たよび第8表に示すような種類を用い， とれを集取して予めポットに植
付げた.とれらの雑草は6鉢づっ用意し，さらにとれ生3等分して 3区設けた.とれを(1)
無接撞， (2) 10月接種， (3)霊3月接種として子嚢殺の形成を調ペた(第7表). 
その結果では供試雑草の金種類に子聾設ができた.また無接種のものもその中6種はその形
- 6ー (137) 
成があった.とれ防本菌の自然接種によってできたものである.
室内に必いてもとれらの雑草を守主とし℃子嚢殻の形成を調ペプヒ.雑草を試験管に取り，少
量の7kを加えて.綿栓し，殺菌したものに G.zeae CNo. 2361菌株)を接種した.菌が充分発育
してからとれを細長いピーカ{に移しC少量の水を加えて中を湿潤にし和紙で査をたし，窓、近
くの実験合の上に並ペ，子嚢設形式を調ペた(第8表，第5図工 手嚢設ぽ供試材料すべてに
豊富にできた
禾本科雑草に於ける子嚢殻の形成〈室内実験〉第 8表
10日後
ヒエ
????????????????????????
5日後
???
ノピエ
ケイ芦ピエ(生〉
ダイヌピエ
類
Arthra.筑mcryptather凶 Koidz.var. ciliaris Koidz. 
Digitaria ciliaris Per. メヒシバ
D. ciliaris Per. メヒジバ(生〉
Echinochloa CTlUgalli B伺 uv.var. j同'fMntaceaW. E. W. 
E. crulgalli B伺uv.subsp. submutica Honda 
E. crusgalli B個別.c四 data Kitagawa 
E.crωgalli Beauv. var. oryllicola Chwi 
Eleusine indica Gaerth. 
Oryza sativa L. 
O. iativa L. 
ョプナプサ
ヲヒ y 同
積の草雑
イネ
イネ(生】
チカラジ メPennIlet棚 alo.μcuroidesSpreng.くP.ja.炉開.ωmTrin.) 
SetaTIa viridis B国 uv.
S. lutescens Hubbard. 
エノヨログサ
キンエノョロ
備考 雑草名(生〉とあるのは生茎を使用，その他は枯死植物を使用した.
子議殻の形成は 3つの平均である.
子楽般の形成程度 (土〕橡少. (+)少. (fIlD極多.(t十〉多い.(骨〕精多い.
察
麦類赤カピ病の発生は出穂後の天候特に降雨の影響が大きい.筆者らは赤カピ病の発生l会分
生胞子による場合も非常に多いが， -~え伝染には子嚢胞千による経路も大きいととを報告し
た叫0.11.12).それで野外に烏ける千嚢殻の形成扶況について調べた
野外に堆積した稲藁にぽ G.zeaeの千嚢設が豊富にできる. 1954年の観察結果でぽ4月中
旬からその形成があった.また稲株にも子襲設が豊宮にできた.それぽ4月中旬に株数の15%
近くに形成し. 5月20日には45%にできた，水田の刈取ったそのままの稲株にもその形成が非
常に多く， 45%であった.しかし早春気温の上昇がはやければもっと早くより形成するととは
明らかである.その形成が非常に多く，且子嚢胞子が成熟した時期政衰の出穂開花以前からで
あり，とれが飛来し景子高に感染するととは必至である. との千嚢設を形成する稲藁に本菌が感
染するのほ稲の牧穫期からゐとたわれているものと考える.との千嚢設の形成を防止するた占う
に稲葉に薬剤撒布を烏と主主ったが. 1--2回の撒布でl士会く効果が主主かった.数回或はそれ以
上の薬剤撒布を実施すれば子嚢殻ね形成防正が可能であるかもしれ主主いが，との程度の薬剤撒
布では効果が君主かった
(188) -6-
VII.考
上記のように G.zeaeの子嚢殻は稲葉たよぴ稲株等に豊富に形成するが他の禾本科雑草にも
形成した.とれは室内たよぴポット両試験とも同様であった供試試材料以外の禾本科雑草案子
よびその他の雑草にもそれが形成するものと思われる.
以上の結果G.zeaeの子嚢殻は稲葉，稲株，麦稗ゐよび雑草等に豊富に形成し成熟飛散する
から，とれが麦類赤カピ病の一次伝染として重要友ととは明白である.特に倉敷地帯では稲葉
を屋外に堆積貯蕪するから，とれに形成する子嚢胞子が多数飛散する事実もあり，赤カピ病の
一次伝染に最も関係が深いと考える.それで本病の防除には薬剤撒布の必要とともにとれらの
伝染源が広範囲にるるととを考慮し君主くては友ら泣い. とれ除容易ではたいが，伝染源の除去
が必要である.
VIII.摘 要
1.表類赤カピ病の伝染源の一つである子嚢殻の形成扶況なよびその寄主につv..c調ペた
2.野外の堆積稲藁なよび稲株には麦赤カピ病菌の子嚢殻が豊富に形成したそれは4月中旬
(1954年〉頃から始まり，その後順次非常に増加した.
3.堆積稲藁の子嚢設形成を防止するために薬剤撒布(ボルドウ液)をゐとなったが1-2回
の撒布では効果がなかった
4.釆本科雑草10種について子嚢設の形式を調べたととろ，供試材料すべてに豊富主主形成があ
った.
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第 1図 麦類赤カピ病箇の子嚢殻の稲株における形成
第 2 図 麦頴赤カピ病菌の子.般の稲株における形成
第 4 図
麦類赤カピ病菌の子嚢殻
形成を調べた堆積稲葉
第3図
麦額赤カピ病菌の子裏殻
形成に用いた稲株
第5図
実験室内で赤カピ病菌の子
褒殻を形成させた方法
